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吉野町地域公共交通網形成計画（案）に対するパブリックコメント概要 

① 

該当箇所 P48 ５．公共交通サービスの改善に向けた具体的な施策の検討 

(1) 町内主要拠点を中心とする将来地域公共交通網の検討 

・高齢者が心身をリフレッシュして健康で長生きするため、中荘温泉や吉

野総合運動公園などへの公共交通サービスの充実を求める声が高まってい

ます。  

・このようなことから、町の中心部と各地を結ぶだけでなく、町内の主要な

拠点を中心としたスマイルバスの路線・ダイヤの設定や公共交通サービスの

導入について検討します。 

ご意見 

 

中荘温泉の施設とバス停には距離があり、坂道でもあるので、利便性の向上

から建物前での乗降ができるようになれば、利用者が増えるであろうと考え

ます。また、龍門、中竜門地区から中荘温泉への接続、国栖、中荘地区から

吉野運動公園への接続ができれば高齢者の参加も増加すると考えます。 

実施機関の 

考え方 

できるだけ利便性が高くなるように路線やバス停、ダイヤについて検討して

いきたいと考えます。 

当計画の修正点 特になし。 

 

② 

該当箇所 P52 5. ．公共交通サービスの改善に向けた具体的な施策の検討 

(5) モビリティマネジメントの実施 

② 高齢者等の運転免許自主返納制度との連携  

・昨今、全国各地で高齢ドライバーによる交通事故の増加や、重大事故の発

生が問題になっています。そのため、警察庁が中心となって、高齢者等に運

転免許を自主返納する呼び掛けが推進されています。  

・高齢者が不安なく運転免許を返納するためには、大きな不便なく、日常生

活を送ることができる公共交通サービスの提供が必要です。  

・吉野町では、そうした水準の公共交通サービスを提供していますが、高齢ド

ライバーの皆さんに安心して運転免許を返納していただけるよう、公共交通

の利便性や日常生活における使い方などをお知らせする取り組みを進めてい

きます。 

ご意見 

 

高齢者の声を聞いていると、運転免許を返納後に不便なく日常生活を送るこ

とができる公共交通の提供がされていない部分もあるかと思います。普段、そ

のような意見を把握できる機会があるので協力していきたいと考えます。 

実施機関の 

考え方 

人口推移やアンケートの結果から、高齢者の方がスマイルバスなどを使用さ

れると考えます。特に役場福祉部門管轄課や社会福祉協議会との連携を行い

たいと考えます。 

当計画の修正点 上記の旨を記載します。 

 


